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居 合 道 部 野　内　敬　太
居 合 道 部 舟　津　昌　平
剣 道 部 香　山　貴　彦
硬 式 野 球 部 澤　井　秀　隆
女子バレーボール部 濱　本　有　希
馬 術 部 塩　田　嶺　明
フ ェ ン シ ン グ 部 後　藤　真　人





居 合 道 部 下　内　　　亮
居 合 道 部 橋　本　明　弓
空 手 道 部 鈴　木　伸　弥
女子バレーボール部 白　井　恵　利























欠席者数 欠席率 合格者数 辞退者数 入学者数
法   学   部 10 27 2.7 22 13 1.3 9 40.9 6 0 6














（C/A） 欠席者数 欠席率 合格者数 辞退者数
追加合
格者数 入学者数
総 合 人 間 学 部 120 437 3.6 408 403 3.4 5 1.2 127 0 0 127
前期
文 系 65 256 3.9 228 226 3.5 2 0.9 69 0 0 69
理 系 55 181 3.3 180 177 3.2 3 1.7 58 0 0 58
文 学 部 前期 220 662 3.0 662 644 2.9 18 2.7 226 0 0 226
教 育 学 部 60 228 3.8 228 221 3.7 7 3.1 61 0 0 61
前期
文 系 50 192 3.8 192 186 3.7 6 3.1 50 0 0 50
理 系 10 36 3.6 36 35 3.5 1 2.8 11 0 0 11
法 学 部 前期 320 807 2.5 807 797 2.5 10 1.2 331 0 0 331
経 済 学 部 230 838 3.6 788 780 3.4 8 1.0 240 0 0 240
前期
一 般 180 581 3.2 581 577 3.2 4 0.7 190 0 0 190
論 文 25 138 5.5 88 86 3.4 2 2.3 25 0 0 25
理 系 25 119 4.8 119 117 4.7 2 1.7 25 0 0 25
理 学 部 前期 311 1045 3.4 1031 1021 3.3 10 1.0 315 1 0 314
医 学 部 前期 250 637 2.5 619 609 2.4 10 1.6 266 3 0 263
医 学 科 前期 107 328 3.1 310 305 2.9 5 1.6 111 0 0 111
人間健康科学科 前期 143 309 2.2 309 304 2.1 5 1.6 155 3 0 152
看護学専攻 前期 70 127 1.8 127 126 1.8 1 0.8 75 2 0 73
検査技術科学専攻 前期 37 99 2.7 99 97 2.6 2 2.0 39 0 0 39
理学療法学専攻 前期 18 36 2.0 36 36 2.0 0 0.0 19 0 0 19
作業療法学専攻 前期 18 47 2.6 47 45 2.5 2 4.3 22 1 0 21
薬 学 部 前期 80 219 2.7 219 217 2.7 2 0.9 83 0 0 83
薬 科 学 科 前期 50 128 2.6 128 128 2.6 0 0.0 52 0 0 52
薬 学 科 前期 30 91 3.0 91 89 3.0 2 2.2 31 0 0 31
工 学 部 前期 955 2515 2.6 2514 2484 2.6 30 1.2 967 3 0 964
地球工学科 前期 185 608 3.3 608 603 3.3 5 0.8 182 1 0 181
建 築 学 科 前期 80 225 2.8 225 219 2.7 6 2.7 82 1 0 81
物理工学科 前期 235 519 2.2 519 512 2.2 7 1.3 238 1 0 237
電気電子工学科 前期 130 299 2.3 299 298 2.3 1 0.3 133 0 0 133
情 報 学 科 前期 90 306 3.4 306 296 3.3 10 3.3 92 0 0 92
工業化学科 前期 235 558 2.4 557 556 2.4 1 0.2 240 0 0 240
農 学 部 前期 300 821 2.7 821 813 2.7 8 1.0 316 0 0 316
資源生物科学科 前期 94 － － － － － － － 97 0 0 97
応用生命科学科 前期 47 － － － － － － － 49 0 0 49
地域環境工学科 前期 37 － － － － － － － 40 0 0 40
食料・環境経済学科 前期 32 － － － － － － － 34 0 0 34
森林科学科 前期 57 － － － － － － － 60 0 0 60
食品生物科学科 前期 33 － － － － － － － 36 0 0 36
計 2,846 8,209 2.9 8,097 7,989 2.8 108 1.3 2,932 7 0 2,925
※地球工学科の入学者には，外国人留学生を対象とした国際コースの入学者７人を除く。












































































































岡　田　憲　夫 （防 災 研 究 所）
柴　山　　　守 （東南アジア研究所）
津　野　　　洋 （工 学 研 究 科）
森　　　時　彦 （人 文 科 学 研 究 所）
植　松　恒　夫 （理 学 研 究 科）
佐　藤　雅　彦 （情 報 学 研 究 科）
河　井　宏　允 （防 災 研 究 所）
金　坂　清　則 （人間・環境学研究科）
西　本　清　一 （工 学 研 究 科）
初　宿　正　典 （法 学 研 究 科）
中　 　輝　政 （人間・環境学研究科）
田　中　哮　義 （防 災 研 究 所）
石　原　和　弘 （防 災 研 究 所）
武　部　　　隆 （地 球 環 境 学 堂）
山　口　良　平 （人間・環境学研究科）
若　杉　隆　平 （経 済 研 究 所）
松　久　　　寛 （工 学 研 究 科）
井　上　正　志 （工 学 研 究 科）
松　重　和　美 （工 学 研 究 科）
田　中　文　彦 （工 学 研 究 科）
藤　崎　憲　治 （農 学 研 究 科）
宮　内　　　弘 （文 学 研 究 科）
藤　重　　　悟 （数 理 解 析 研 究 所）
落　合　庄治郎 （工 学 研 究 科）
西　村　雅　樹 （文 学 研 究 科）
禰　津　家　久 （工 学 研 究 科）
小　畑　正　明 （理 学 研 究 科）
藤　井　讓　治 （文 学 研 究 科）
東　　　順　一 （農 学 研 究 科）
吉　田　敬　之 （理 学 研 究 科）
西　村　　　稔 （人間・環境学研究科）
二　井　一　禎 （農 学 研 究 科）
小　林　茂　夫 （情 報 学 研 究 科）
横　山　俊　夫 （人 文 科 学 研 究 所）
渡　邊　邦　夫 （霊 長 類 研 究 所）
淡　路　敏　之 （理 学 研 究 科）
松　田　　　清 （人間・環境学研究科）
上　谷　宏　二 （工 学 研 究 科）
野　澤　　　博 （エネルギー科学研究科）
內　田　賢　德 （人間・環境学研究科）
河　地　利　彦 （農 学 研 究 科）
田　中　毎　実 （高等教育研究開発推進センター）
藤　田　正　俊 （医 学 研 究 科）
垣　内　　　隆 （工 学 研 究 科）
戸　部　　　博 （理 学 研 究 科）
靜　谷　謙　一 （基礎物理学研究所）
吉　田　和　男 （経 済 学 研 究 科）
山　田　洋　子 （教 育 学 研 究 科）
金　久　　　實 （化 学 研 究 所）
大　木　　　充 （人間・環境学研究科）
吉　川　一　義 （文 学 研 究 科）
依　田　義　丸 （人間・環境学研究科）
森　本　幸　裕 （地 球 環 境 学 堂）
後　藤　　　修 （情 報 学 研 究 科）
馬　原　保　典 （原 子 炉 実 験 所）
位　田　隆　一 （法 学 研 究 科）
林　　　民　生 （理 学 研 究 科）
江　口　　　徹 （基礎物理学研究所）
今久保　幸　生 （経 済 学 研 究 科）
渡　邉　正　己 （原 子 炉 実 験 所）
小　貫　　　明 （理 学 研 究 科）
山　田　孝　子 （人間・環境学研究科）
川　合　康　三 （文 学 研 究 科）
齋　 　ゆ　み （医 学 研 究 科）
池　田　秀　三 （文 学 研 究 科）
島　田　周　平 （アジア・アフリカ地域研究研究科）
辻　本　雅　史 （教 育 学 研 究 科）
湯　淺　太　一 （情 報 学 研 究 科）
小　堤　保　則 （生 命 科 学 研 究 科）
大　西　　　広 （経 済 学 研 究 科）
赤　池　昭　紀 （薬 学 研 究 科）

























































































































　　　　　　　 （Statistical Digital Archive of 
Ag r i c u l t u r e ,  F o r e s t r y  a n d 
Fisheries）

















































　　　　　　　 （The Norinchukin Bank Innovative 



























　　　　　　　 （Hitachi Zosen Col laborat ive 
Research Division of Advanced 




























































































































































































































































































































































International から「Taungya; Forest plantations with 















































































































































































































































































































































Appert氏（Director of Educational Technology, New 



































































































































Nik Sulaiman教授，Noor Zalina Mahmood講師，


















（Ministry of Higher 
Education： MOHE）から
Ab d u l  H am i d  B i n 
Murad課長補佐も出席した。
本事業は，平成23年度から開始した５年間の事業
で，これまで多くの水環境問題を解決し，リスク評
価・流域管理システムを構築してきた日本の知識を
マレーシアの研究者と共有し，新たに発生すること
が予測される重要な課題に対しての解決策を見いだ
すことを目的としている。
前回に引き続き本学事務職員が司会を務めた今回
の委員会では，まず清水教授から京都への歓迎の意
が表され，続いてMOHEをはじめとするマレーシ
アの関係者の努力により先月のシンポジウムが無事
終了したことへの感謝のほか，今後の研究活動の進
展に対する抱負が述べられた。続いてNik教授から
も挨拶があり，本事業における日本側の協力に対す
る謝意が述べられた。
本委員会は，当該年度の交流・研究計画および実
績を話し合うために毎年，両国で1回ずつ開催され
ているもので，今回は来年度のマレーシアでの開催
を計画しているセミナーや今後の研究調査地の選定
などを中心に活発に議論が行われた。
  マラヤ大学と当研究科は28年に及ぶ交流の実績
があり，両者は今後一層，協力関係を強化していく
ことで一致した。
 （大学院工学研究科）
本学の22の研究所・セ
ンター主催によるシンポ
ジウム「京都からの提言
－21世紀の日本を考え
る」（後援：公益財団法人
京都大学教育研究振興財
団，読売新聞社，神戸大
学）が３月17日（土）神戸
市・神戸国際会議場メイ
ンホールにおいて開催さ
れた。
第１回の東京・品川，第２回の大阪，第３回の横
浜，第４回の名古屋，第５回の福岡，第６回の京都
に続く第７回目の今回は，「明るい社会の未来像」を
サブテーマとして行われた。
シンポジウムでは，松本　紘総長が京都大学を代
表して開会の挨拶を行い，
本学の22の研究所・セン
ターが持つ独自の研究業
績を社会に還元すること
を目的として「京都から
の提言」と題して10年間
かけて全国の政令指定都
市を巡るという本シンポ
ジウムの趣旨を説明した。
続いて，福田秀樹神戸
大学長から歓迎のことば並びに「バイオリファイナ
リーの展望」と題した基調講演が，また，本学の附
置研究所・センターの教員により次の４つの基調講
演が行われた。
・ 「生命誕生の設計図～再生の仕組みを解く鍵」（瀬
原淳子再生医科学研究所教授）
第７回京都大学附置研究所・センターシンポジウムを開催
Nik教授から記念品を受け取る
清水教授
参加者集合写真
開会の挨拶をする松本総長 基調講演をする福田神戸大学長
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・ 「スーパーコンピュータが拓く未来」（中島　浩学
術情報メディアセンター教授）
・ 「夢を現実にするナノ空間材料」（北川　進物質－
細胞統合システム拠点教授）
・ 「日本人移民の歴史と多文化共生社会の明日」（竹
沢泰子人文科学研究所教授）
最後に「震災後の復興について」と題し，三野和雄
経済研究所教授をコーディネーターとして，浜口伸
明神戸大学経済経営研究所教授，芹澤成弘大阪大学
社会経済研究所教授，矢野　誠経済研究所教授をパ
ネリストに迎え，パネルディスカッションが行われ
た。パネルディスカッションは，東北沿岸地域の復
興，電力の安定供給，非常時に強い社会の構築といっ
た問題に焦点をあて，短期・長期の両方の視点から
日本経済の復興の道筋について討論が展開された。
当日は雨の中，370名の方が参加され，各研究所・
センターのパンフレットなどを手に取り，熱心に聴
講した。
なお，このシンポジウムは，今後も全国の主要都
市で年１回の開催を予定している。
 （経済研究所）
情報学研究科では，３月24日（土）に東京品川の京
都大学東京オフィスにおいて，第３回ミニ・オープ
ンキャンパスを開催した。
中村佳正研究科長から挨拶と京都大学の紹介があ
り，続いて「大学の国際化のためのネットワーク形
成推進事業（グローバル30）」担当教員のクトゥリ・
マルコ特定准教授から国際コースについて説明が
あった。その後，知能情報学，社会情報学，複雑系
科学，数理工学，システム科学，通信情報システム
の各専攻から教育研究の特色や内容について詳細な
説明が行われた。約40名の参加者は，メモを取るな
ど熱心に聴き入っていた。
研究紹介コーナーでは，15カ所のポスターセッ
ションが設けられ，大学院生と教員により研究内容
等についてポスター発表があった。それぞれのセッ
ションでは，活発に質疑応答が行われた。また，参
加者が担当教員に熱心に相談するなど終日賑わった。
 （大学院情報学研究科）
情報学研究科が第３回ミニ・オープンキャンパスを開催
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学渉外部広報・社会連携推進室　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
シンポジウム会場の様子 パネルディスカッションの様子
研究科紹介の様子 個別相談の様子
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